
0405

ふ
か
や
市
議
会
だ
よ
り（
第
26
号　

平
成
24
年
５
月
１
日
発
行
）

〈
議
会
あ
れ
こ
れ「
補
正
予
算
っ
て
な
あ
に
？
」・・・
年
度
途
中
に
お
け
る
災
害
の
発
生
、
法
改
正
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
当
初
予
算
額
を
増
額
ま
た
は
減
額
す
る
予
算
の
こ
と
で
す
。〉

3月定例会の概要3月定例会の概要

生
活
保
護
費
支
給

約
24
億
１
３
０
８
万
円

問　

扶
助
費
の
推
移
は
。

答　

平
成
19
年
度
当
初
予

算
約
15
億
６
千
万
円
、
24

年
度
当
初
予
算
約
24
億
１

千
万
円
。
平
成
19
年
度
の

受
給
世
帯
は
６
６
４
世
帯

９
３
７
人
、
24
年
度
末
は

見
込
み
で
１
０
５
８
世
帯

１
４
７
０
人
で
あ
る
。

勤
労
者
住
宅
資
金
貸
付

約
２
億
１
３
０
０
万
円

問　

貸
付
条
件
を
変
更
し

た
こ
と
で
執
行
が
遅
れ
な

い
か
。
貸
付
が
遅
れ
エ
コ

化
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
住
宅

耐
震
化
、
太
陽
光
発
電
等

の
補
助
に
支
障
が
出
な
い

の
か
。
金
融
機
関
と
の
協

議
も
あ
る
と
思
う
が
執
行

開
始
は
い
つ
か
。

答　

予
算
要
望
す
る
と
と

も
に
協
議
を
始
め
て
い
る
。

早
け
れ
ば
４
月
に
対
応
で

き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

特
産
物
Ｐ
Ｒ約

９
７
２
万
円

問　

県
事
業
「
彩
の
国
食

と
農
林
業
ド
リ
ー
ム
フ
ェ

ス
タ
」
の
深
谷
開
催
が
正

式
に
決
ま
る
の
は
い
つ
か
。

答　

５
月
の
実
行
委
員
会

で
決
ま
る
と
聞
い
て
い
る
。

計
画
通
り
の
開
催
で
あ
れ

ば
11
月
３
・
４
日
で
あ
る
。

砂
ぼ
こ
り
対
策

庁
舎
維
持
管
理

問　

こ
の
夏
の
節
電
効
果

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答　

平
成
23
年
度
１
月
分

ま
で
の
電
気
料
金
は
総
額

約
１
６
７
４
万
円
で
、
約

２
４
６
万
円
の
効
果
が
あ

っ
た
。
２
、
３
月
分
の
電

気
量
が
確
定
し
た
場
合
、

更
な
る
削
減
額
と
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

緊
急
地
域
雇
用
対
策

問　

事
業
費
が
確
定
し
減

額
と
な
っ
た
が
、
雇
用
の

人
数
や
期
間
は
当
初
の
予

定
ど
お
り
か
。

答　

補
正
減
の
理
由
は
、

入
札
の
結
果
、
落
札
額
が

見
込
み
よ
り
低
か
っ
た
た

め
で
あ
り
、
事
業
内
容
に

変
更
は
な
い
。
遺
跡
整
理

デ
ジ
タ
ル
資
料
作
成
事
業

20
人
、
台
耕
地
遺
跡
出
土

鉄
滓
等
採
石
事
業
11
人
、

文
化
財
収
蔵
施
設
整
理
事

業
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
生
活
支
援

約
１
億
１
９
９
９
万
円

問　

新
規
の
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
は
。

答　

障
害
者
自
立
支
援
法

に
定
め
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス

施
設
へ
の
移
行
に
対
応
し

え
な
い
３
施
設
が
申
請
に

基
づ
き
同
セ
ン
タ
ー
に
移

行
す
る
も
の
で
あ
る
。
市

の
主
体
事
業
と
な
り
運
営

費
の
補
助
を
す
る
。

　

平
成
22
年
度
の
補
助
金
等
見

直
し
は
、
地
方
行
政
が
手
を
つ

け
に
く
か
っ
た
部
分
で
あ
り
、

今
回
、
深
谷
市
が
大
胆
か
つ
公

正
に
再
評
価
し
た
こ
と
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
深

谷
市
政
の
関
係
性
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ま
た
新

年
度
当
初
予
算
は
災
害
処
理
・
防
災
の
見
直
し
や

不
安
定
要
因
が
続
く
中
で
、
市
政
の
方
向
付
け
を

す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
評
価
で
き
る
。
合
併

特
例
債
発
行
額
は
増
え
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
全
て
が
未
来
へ
の
投
資
で
完
結
し

て
い
る
。
ま
た
、
副
市
長
の
体
制
に
つ
い
て
は
政

策
を
高
め
る
効
果
と
し
て
、
そ
の
政
策
の
規
模
や

進
捗
向
上
に
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
内
容
か
ら
読
み

取
れ
る
。

　

平
成
22
年
度
の
『
補
助
金
等

見
直
し
方
針
』
は
平
成
15
年
の

補
助
金
等
の
検
討
を
行
っ
た
中

で
出
さ
れ
た
「
補
助
金
等
の
見

直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
最
終
意
見
を

受
け
て
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
意
見
書
で
は

「
公
益
に
資
す
る
補
助
金
等
」
で
あ
っ
て
、
意
見

書
の
解
釈
を
変
え
て
し
ま
い
公
益
に
資
す
る
団
体

の
補
助
金
ま
で
削
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
方
で
、
企

業
誘
致
に
は
熱
心
で
、
と
り
わ
け
副
市
長
の
二
人

体
制
は
県
内
で
も
突
出
し
て
お
り
異
常
な
市
政
運

営
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
地
域
経
済
の
活
性
化

に
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
が
あ
る
か
分
ら
な
い
企
業
誘

致
に
力
を
入
れ
る
よ
り
も
、
地
域
に
根
ざ
し
た
中

小
零
細
企
業
に
も
っ
と
支
援
す
る
べ
き
で
あ
る
。

こ
ど
も
医
療
費
支
給

　

約
４
億
８
４
２
２
万
円

ス
マ
ー
ト
IC
整
備

問　

当
初
こ
の
事
業
に
約

６
３
６
万
円
の
予
算
が
つ

い
て
い
た
が
、
な
ぜ
40
万

円
し
か
使
わ
れ
な
か
っ
た

の
か
。

答　

今
年
度
、
国
へ
の
連

結
許
可
申
請
を
進
め
て
い

く
予
定
だ
っ
た
が
、
国
の

事
情
で
そ
れ
が
で
き
な
か

っ
た
。
内
容
に
つ
い
て
県

と
協
議
し
た
中
で
、
申
請

書
の
中
身
を
修
正
す
る
必

要
が
あ
り
、
そ
の
費
用
が

40
万
円
だ
っ
た
。

問　

新
年
度
も
同
額
の
予

算
と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
の
展
望
は
。

答　

国
土
交
通
省
よ
り
申

請
書
を
提
出
す
る
よ
う
に

と
の
話
が
あ
り
、
連
結
許

可
申
請
が
近
々
下
り
る
見

込
み
が
た
っ
た
。
こ
の
た

め
、
ス
マ
ー
ト
IC
設
置
に

向
け
た
作
業
を
具
体
的
に

進
め
る
こ
と
が
で
き
る
状

況
に
な
っ
た
。

約
２
４
７
万
円

問　

中
長
期
的
な
対
策
と

し
て
、
農
家
に
植
栽
の
協

力
を
お
願
い
し
て
み
て
は
。

答　

植
栽
す
る
と
耕こ

う

耘う
ん

す

る
の
に
支
障
が
あ
り
、
思

う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
。

ふ
か
や
緑
の
回
廊
構
想

約
２
５
７
万
円

問　

昨
年
よ
り
減
額
だ
が
、

そ
の
事
業
展
開
は
。

答　

地
域
の
資
源
を
活
用

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
。
特
に
花か

卉き

や
植
木
等

の
産
業
を
活
用
し
て
い
く
。

問　

緑
の
王
国
の
よ
う
に

地
域
の
人
的
資
源
を
活
用

し
、
予
算
を
か
け
ず
に
成

果
を
あ
げ
ら
れ
な
い
の
か
。

答　

緑
の
王
国
と
も
連
携

を
深
め
展
開
し
て
い
く
。

保
育
園
運
営
（
公
立
）

問　

公
立
保
育
園
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
購
入
す
る
費
用
の
よ

う
だ
が
、
講
習
会
等
開
催

の
予
定
は
あ
る
の
か
。

答　

消
防
本
部
開
催
の
講

習
会
に
保
育
士
が
参
加
。

小
学
校
施
設
整
備
維
持

問　

小
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
に
つ
い
て
、
補
正
予

算
と
な
っ
た
経
緯
と
設
置

の
予
定
時
期
は
。

答　

経
緯
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
正
予
算
が
採
択
さ

れ
た
た
め
、
前
倒
し
で
の

予
算
と
な
っ
た
。
平
成
24

年
度
早
々
に
事
業
を
進
め

て
い
く
。
工
事
は
、
土
日

曜
日
及
び
夏
休
み
に
集
中

し
て
行
い
、
使
用
開
始
は

夏
休
み
以
降
に
な
る
。

民
生
費
（
社
会
保
障
）

農
林
商
工
（
産
業
）

ー
も
っ
と
深
谷
産
を
Ｐ
Ｒ

ー

補
正
予
算

ー
一
年
早
ま
る
、
エ
ア
コ
ン
設
置

ー

生活保護費の推移（平成19年度との比較）

世
帯

人
数

世
帯

人
数

H19 H19H24 H24

15.6億円

664

937人
1058

1470人24.1億円

事業内容
対象者　通院…小学校修了まで
　　　　入院…中学校修了まで
※平成24年10月診療分から、入院通院ともに中学校修了
まで拡大の予定
県内市町村の実施状況（平成23年10月現在）
　通院　就学前まで　　　川口・草加など9自治体
　　　　６歳まで　　　　春日部
　　　　９歳年度末　　　川越・日高
　　　　小学校修了まで　戸田・朝霞など8自治体

平成24年度一般会計予算に対する討論

賛　

成

反　

対

平成24年度一般会計予算　歳出

農林
水産業費
3％

議会費 1％予備費
公債費
7％教育費

9％

土木費
12％

衛生費
10％

歳出総額 約454億6716万円

労働費
1％

商工費
2％

消防費
4％

民生費
41％

総務費
10％

会　派　名（※） 深　　和　　会 志　政　会 公明党 深ク 志民 共産 彩新 審
議
結
果

議  員  名

議  案  名

為
谷
　
　
剛

小
森
　
秀
夫

柴
崎
　
重
雄

吉
田
幸
太
郎

馬
場
　
　
茂

仲
田
　
　
稔

倉
上
　
由
朗

新
井
　
　
清

松
本
　
政
義

武
井
　
伸
一

村
川
　
徳
浩

清
水
　
健
一

石
川
　
克
正

須
藤
　
邦
男

中
矢
　
寿
子

五
間
く
み
子

三
田
部
恒
明

永
田
　
勝
彦

髙
田
　
博
之

加
藤
　
温
子

加
藤
　
利
江

清
水
　
　
修

清
水
　
　
睦

田
島
　
信
吉

田
嶋
　
　
均

平成23年度深谷市一般会計補正予算（第６号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 可決
平成24年度深谷市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ― ○ 可決
※会派名は、深クは深谷クラブ、志民は深谷志民の会、共産は日本共産党、彩新は彩新連合です。　※議長は同数のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対）

民生費とうとう
40％を超える

5年前の予算
（平成１９年度当初予算）
約４１０億５５００万円

5年前の予算
（平成１９年度当初予算）
約４１０億５５００万円

民生費
32％


